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遠藤写真館と台湾 
 



















ていた、第二師団従軍写真師遠藤陸郎編『戦勝国一大紀念帖』（遠藤写真館、1895 年 11 月）と
























した後、1887 年から 3 年間アメリカに渡り最新の写真技術を会得し、1889 年に彼が帰国する
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には陸郎、寛哉、誠の三兄弟が従業員と共に仙台の第 2 師団に従軍した。 
仙台の第 2 師団が山東半島作戦と冬期の遼東半島の作戦に出征した際には、遠藤陸郎、寛哉、
誠および門下生（従業員、弟子という意味か）渡邊金太郎が従軍、さらに下関条約締結後に台








街）した。その後、誠は移住直後の 1903 年 9 月 30 日に 50 歳を待たずに早逝、陸郎も 1914 年
5 月 6 日に台南で没したが、遠藤写真館はその後も昭和期までつづいた。人文科学研究所の報





頃、陸郎の生年は 1845 年頃と推定され、40 歳以上歳の離れた兄弟は考えにくいので（しかも
陸郎は誠より 10 歳以上年上なので、恕幹と誠は 50 歳以上年が離れる）、陸郎が恕幹（または如
幹）の弟という記述は疑問である。また、成瀬麟編『明治人名辞典』（八紘社、1913 年）には遠









藤写真館（台北城内府前街 3 丁目 15 番戸）で、後から渡台した陸郎と誠は台南の遠藤写真館
（台南市打銀街）でそれぞれ活動した、と考えると辻褄が合う。 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 表 1 の 4、従軍写真師遠藤誠編『征台軍凱旋紀念帖』はすでに述べたように、遠藤陸郎の弟
遠藤誠と門下生松前信次郎が台湾に向かった第 2 師団に従軍して撮影したものを、東京の裳華
房書店から発行したものである。奥付には、1896 年 5 月 11 日印刷、5 月 14 日発行、定価 3 円
50 銭、編輯兼発行者遠藤誠、発行兼印刷者芳野兵作、発売所裳華房書店および遠藤写真館、印
刷所小川写真製版所支店とある。 
 裳華（しょうか）房書店は現在も営業している老舗の自然科学系出版社である。同店の HP に
は、「弊社の東京開業は明治 28 年（1895）ですが、その起源は、江戸時代における伊達藩の御
用板所であった「仙台書林 裳華房」に遡ります」と記されており、裳華房は 18 世紀前半から
仙台で暦、算術書を出版していた。裳華房 10 代目吉野兵作（芳野兵作）は明治半ばに上京し、








 『征台軍凱旋紀念帖』に掲載されている写真は、口絵部分の肖像写真 10 頁（明治天皇から始
まり、台湾占領作戦に参加した近衛師団、第 2 師団8、第 4 師団から抽出編成された混成第 7 旅
団ならびに澎湖島占領を担当した比志島支隊の関係者と、最後は清側の劉永福までの肖像写真）
を除くと 92 枚で、その内容は表 2「『征台軍凱旋紀念帖』所載写真目録」の通りである。 
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 続いて、第 2 師団が台湾に赴く経緯を簡単に確認した上で、『征台軍凱旋紀念帖』にどのよう
な写真が掲載され、何を描こうとしたのかを、表 2 を見ながら検討する。 
 日清戦争は日本軍の優勢のなかで、1895年 3月 20日から下関で日清間の講和交渉が始まり、
3 月 30 日に休戦協定調印、4 月 17 日に下関条約（日清講和条約）の調印に至ったが、三国干渉
の結果、条約で獲得した領土の台湾・澎湖諸島と遼東半島のうち遼東半島（金州付近を除く）
を返還した。台湾に関連しては、下関で講和交渉の始まった直後の 3 月 23 日に、澎湖諸島の占





増援部隊として第 2 師団（仙台）と第 4 師団（大阪）から抽出編成した混成第 7 旅団が台湾に
送られ、兵站部も合わせるとその総兵力は 7 万 5 千人に達した。第 2 師団に関してより詳細に
派遣経過を述べれば、7 月中旬から 8 月にかけて歩兵第 5 連隊と第 17 連隊を中核とする混成第
4 旅団9 が到着した。9 月末から台南占領を目指す作戦が始まると、同混成旅団は南進軍司令部
とともに基隆で乗船し、10 月 9 日以降台南北方の布袋に上陸した。これに対応して、乃木希典
師団長の率いる第 2 師団主力（第 3 旅団が中心）は 10 月 11 日に台南南方の枋寮に上陸し、近




混成第 4 旅団到着、基隆・台北周辺の風景・建造物写真と続き、57 枚目以降 88 枚目までの台
南攻撃作戦、祝捷会、現地での招魂祭の写真が続き、89 枚目と 90 枚目が東京での近衛師団凱
旋と九段招魂社（靖国神社）の招魂大祭の写真、91・92 枚目が仙台における第 2 師団凱旋風景
となる。 
掲載写真のなかで撮影日が最も古いものが 1895 年 7 月撮影とあることから、遠藤誠と松前
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遠藤写真館が印刷を依頼した小川写真製版所の手許にあった写真が『征台軍凱旋紀念帖』の編







 続いて、仙台から台湾に移った遠藤写真館関係者が撮影および編集に当たった 3 冊の写真帖










 台湾植民地戦争が一段落して、近衛師団と第 2 師団が本土に凱旋すると、台湾警備のために






 台湾駐在の日本軍が攻撃目標を中国系住民から先住民に転換しつつあった頃、1906 年 4 月、
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さらに要所には武装した隘勇を配し、山砲や臼砲を備えた砲台を築いた施設）で囲い込もうと
した。警察力の増強に伴って陸軍兵力は削減された。1907年台湾守備 3個混成旅団は廃止され、
歩兵 1 個連隊を基本とする台湾守備隊 2 個を台北と台南に置いた。 
 佐久間はさらに、大津麟平に五ヵ年計画理蕃事業を立案させた。これは明治 43 年度から 47










図 1 台湾原住民分布図（1937 年） 菊池一隆『台湾北部タイヤル族から見
た近現代史』（集広舎、2017 年）24 頁の図 1-1 に地名を追加した。 
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 『現代史資料・台湾 2』所収の「17 蕃人の動揺及討伐の概略」によると、1910 年度から 1914
年度までの総督府側の主な討伐行動は次の通りである15。 
1910 年度 ガオガン蕃方面隘勇線前進／霧社方面蕃社討伐 
1911 年度 北勢蕃討伐／トア社討伐／李剖山方面隘勇線前進／バイバラ方面隘勇線前進 
1912 年度 ローブゴー方面隘勇線前進／白狗、マレツパ方面隘勇線前進／マリコワン方面隘勇
線前進 
1913 年度 キナジー方面蕃社討伐 
1914 年度 太魯閣蕃討伐／南蕃銃器押収 
 この内、警察だけでは対応しきれず軍隊が出動したのは、1910 年度ガオガン蕃方面隘勇線前
進（死傷者は警察隊、軍隊あわせて 461 名）、1913 年度キナジー方面蕃社討伐（死傷者は警察
隊 215 名、軍隊 30 名）、1914 年度太魯閣蕃討伐（死傷者は警察隊 138 名、軍隊 226 名）の 3 度
であった。死傷者数、死者数、戦闘死と病死の割合、死傷者の範囲（動員した台湾人人夫の死
傷を含めるや否や）などは依拠する資料によって違うが、1910 年度ガオガン蕃方面隘勇線前進




る陸軍部隊の変化について確認した。その上で、①『蕃匪討伐記念写真帖』（1911 年 5 月発行）、
②『台湾蕃地写真帖』（1912 年 11 月発行）、③『大正三年討蕃軍隊記念写真帖』（1914 年 11 月
発行）の 3 冊の内容を見ていこう。 







 次ぎに 3 冊の写真帖の掲載写真の標題・キャプションを目録化した、表 3「『蕃匪討伐記念写
真帖』所載写真目録」、表 4「『台湾蕃地写真帖』所載写真目録」、表 5「『討蕃軍隊記念写真帖』
所載写真目録」を見ていただきたい。 
 表 3 と表 5 の掲載写真を文献資料と対照して検討した結果、①『蕃匪討伐記念写真帖』は 1910
年度ガオガン蕃方面隘勇線前進の際の台湾第 1 守備隊を中心とする軍隊の行動と戦闘の記録で



























織、宜蘭庁も同じく庁長以下 1814 名の前進隊を組織し、5 月から前進を始めたが、宜蘭庁前進
隊がボンボン山の一部を占領して防禦工事中、強力なガオガン蕃の攻撃を受けたため、急遽、
台湾守備隊から歩兵 1 個連隊・砲兵 1 個中隊の支援を受けることになった。また桃園庁は 1200
名の前進隊を庁長が率いて 9 月始めに前進を始め、9 月中旬、3 庁の前進隊が連絡することが
できた。この討伐作戦は、新竹・宜蘭・桃園各庁の前進隊 4000 名以上と上記軍隊を動員した大
規模作戦であり、死傷者の約半数が軍隊の死傷者であることから、途中から警察隊の手に負え
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写真 6 「シナレク」山腹に於ける松沢中隊の陣地より敵蕃射撃の光景 
『蕃匪討伐記念帖』所収・東京都立図書館所蔵 
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写真 9 「サカヘン」社水源地より同社蕃屋焼打の遠望 
『大正三年討蕃軍隊記念写真帖』所収・東京都立図書館所蔵 
― 63 ― 
 









― 64 ― 
 














続いて、遠藤写真館が出版あるいは出版にかかわった台湾に関係する 4 冊の写真帖（1 冊は第




2 から表 5 まで）、その写真の内容と、どのような意図で写真帖が編集されたのかについて初歩
的な検討を試みた。準備不足の論考で資料紹介に止まったので、別の機会に分析を深める必要
があることを自覚している。
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1 拙著『兵士と軍夫の日清戦争－戦場からの手紙をよむ－』（有志舎、2006 年）の 207 頁～209 頁「『戦勝国
一大記念帖』と『征台軍凱旋紀念帖』」参照。 
2 西村勇晴「宮城県最初の写真家・遠藤陸郎」（『いきいきライフみやぎ』1995 年 7 月号）および宮城県写
真師会連合会編『宮城県写真 100 年史』（宮城県写真師会連合会、1988 年）参照。 
3 星亮一『仙台戊辰戦史－北方政権を目ざした勇者たち－』（三修社、2008 年）。 
4 前掲西村勇晴「宮城県最初の写真家・遠藤陸郎」参照。 
5 従軍写真師遠藤誠編『征台軍凱旋紀念帖』（東京裳華房、1896 年 5 月）巻末の広告「遠藤写真館の名誉」
を参照した。 
6 時間の関係で調査できなかった宮内庁書陵部の写真・写真帖については、次の 2 点の論文を参照した。梶
田明宏「書陵部所蔵明治大正期台湾関係写真帖について」（『書陵部紀要』第 62 号、2010 年 6 月）および白
石烈「宮内省図書寮における明治・大正両時代御手許写真の整理（附目録）」（『書陵部紀要』第 69 号、2018
年 3 月）。白石論文の付属目録には次の 3 点の遠藤写真館関係資料が見える。①「磐梯山破裂実況写真集」
（1888 年）、②「遼東之野戦闘之状況等ノ写真帖」（1895 年）、③「大正二年討蕃記念写真帖」（1913 年、コ
ロタイプ印刷）。表 1 との関係では、①は表 1 の 1「磐梯山破裂写真説明略二十八葉一部」と、②は表 1 の
3『戦勝国一大記念帖』と、③は表 1 の 7 の『討蕃軍隊記念写真帖』と対応しているようである。ただし、
②は印刷ではなく、焼き付けした写真を貼付した写真帳で、内容も『戦勝国一大記念帖』と若干の相違が
あるようなので、実際に確認してみる必要がある。 
7 裳華房の歴史 https://www.shokabo.co.jp/history.html 参照。 
8 第 2 師団司令部は仙台に置かれ、主力の歩兵部隊は歩兵第 3 旅団（旅団司令部仙台・旅団長山口素臣少
将。歩兵第 4 連隊（仙台）と歩兵第 16 連隊（新発田）が所属）と歩兵第 4 旅団（旅団司令部青森・旅団長
伏見宮貞愛親王。歩兵第 5 連隊（青森）と歩兵第 17 連隊（仙台）が所属）であった。 
9 混成旅団とは、歩兵連隊 2 個からなる歩兵旅団に、砲兵、騎兵、工兵、輜重兵などの専門部隊を付属させ
たミニ師団である。 
10 拙著『兵士と軍夫の日清戦争』（有志舎、2006 年）の第 7 章「台湾の戦争」参照。 
11 近藤正己「台湾における植民地軍隊と植民地戦争」（坂本悠一編『地域のなかの軍隊 7－帝国支配の最前
線・植民地』吉川弘文館、2015 年）の 41 頁および 57 頁を参照。近藤論文は植民地台湾の軍事組織を概観
したもので、拙稿が問題にする理蕃政策と軍隊の関係についても簡明に説明しており、拙稿の台湾守備兵
力に関する叙述は近藤論文に依拠している。 
12 理蕃五ヵ年計画時の台湾の地方制度は、1909 年から 1920 年までは 12 庁体制であった。『増訂版台湾歴
史地図』（国立台湾歴史博物館、2018 年）の「日治時期行政区画演変」（98 頁～100 頁）を参照。 
13 前掲近藤正己「台湾における植民地軍隊と植民地戦争」の 58 頁～60 頁。五ヵ年計画理蕃事業に関する
基本的な記録は、台湾総督府警務課編『理蕃誌稿第三編・上下巻』（1921 年）〔南方資料叢書 10-2 『理蕃
誌稿』第 2 巻、青史社、1989 年として復刻されている〕。また山辺健太郎編『現代史資料 22 台湾 2』（みす







ヤル族、タロコ族、セディック族に三分されている（前掲『増訂版台湾歴史地図』10 頁～11 頁）。 
15 前掲『現代史資料 22 台湾 2』の 515 頁～523 頁参照。 




『大橋光吉翁伝』（共同印刷、1958 年）の 29 頁～36 頁「精美堂創業」を参照。 
17 ガオガン方面隘勇線前進については、前掲『現代史資料 22 台湾 2』の 516 頁～517 頁および前掲『理蕃
誌稿』第 2 巻の 547 頁～675 頁を参照。 
18 太魯閣（タロコ）蕃討伐については、前掲『現代史資料 22 台湾 2』の 521 頁～522 頁および前掲『理蕃
誌稿』第 2 巻の 919 頁～1037 頁を参照。 
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表 2 『征台軍凱旋紀念帖』所載写真目録 
写真番号  題辞・写真キャプション等 備考 
 表紙 従軍写真師遠藤誠編 征台軍凱旋紀念帖 東京 裳華房発行
 肖像写真 1 明治天皇／皇太子 
 肖像写真 2 故有栖川親王殿下／故北白川親王殿下 
 肖像写真 3 参謀総長小松宮殿下／参謀次長川上陸軍中将 
 肖像写真 4 台湾民政長官水野遵君／台湾総督樺山海軍大将 
























 肖像写真 10 元台湾総督劉永福肖像 
1 1～2 上段 比志島混成支隊澎湖島へ上陸の為め海戦の光景 
2 下段 澎湖島内に於ける日本軍死亡者千人塚 
3 下段 澎湖島内に於ける仏国将軍クールベーの墓 
4 3 台湾南進軍司令部陸海軍将校及相当官真影 版権所有（陸地測量部） 
5 4～5 上段 台湾島基隆港に於る我軍夫宿営の光景 
6 下段 基隆港内歩兵第五連隊乗組の和泉丸碇泊の光景 
7 6 台湾島基隆港岸に於る我軍夫宿営の光景 
8 淡水河口に於ける敵の運送を目撃するの光景 









15 9 基隆に於ける歩兵第十七連隊守備本部の裏門 
16 基隆港砲台監視隊の光景 
17 10 台北西南門即ち重熙門の光景 
18 台北府龍山門に於ける歩兵第五連隊兵営宿舎 
19 11 混成第四旅団基隆港より出発水返脚に停車せし光景 明治廿八年七月撮影 






24 13 台湾島台北淡水河畔居留地及鉄道橋一部の光景 版権所有（陸地測量部） 





30 15 台北居留地商館に於ける支那婦人の茶撰 
31 台北淡水河畔に於ける支那婦人洗濯の状況 
32 台北市街に於ける果物商店 
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写真番号  題辞・写真キャプション等 備考 
33 台北淡水河渡船場より輿にて支那人上陸の状況 
34 台北鉄道線兼通行路を支那人歩行する状況 




39 17 台湾島台北市街一部の光景 明治廿八年九月廿二日撮影 

















54 23 台北総督府内に於て樺山総督及生蕃人の状況 
55 台北総督府内に於る生蕃人の風俗 
56 24 台湾島台北県庁に於ける祝捷会後の光景 
57 25 我軍枋寮に上陸するの光景 
58 枋寮に上陸したる歩兵第四連隊進軍するの図 











64 下段 第二師団野戦砲隊曾文溪攻撃の光景 明治廿八年十月廿日撮影  












74 34 安平港に於ける分捕の武器運送するの図 
75 安平港の砲台 





81 36 台南府小北門の光景 
82 台南北門に於ける第三旅団の守備 
83 37 台南府に於て天長節を卜し祝勝大会の光景 
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写真番号  題辞・写真キャプション等 備考 
84 台南府に於て天長節を卜し祝勝大会の遠景 
85 38 台湾島新竹停車場汽車発車前の光景 版権所有（陸地測量部） 
86 39 台湾総督以下諸将校等の真影 版権所有（陸地測量部） 
87 40 故近衛師団長北白川宮殿下台南府に於ける御寝室の実況 明治廿八年十月撮影 
88 征台軍名誉戦死者鳳山府に於て吊祭の光景 明治廿八年十二月撮影 
89 41 近衛師団凱旋歓迎の光景 5 枚 
90 42 東京九段招魂社に於て征清忠死者招魂大祭の真影 
91 43～44 第二師団長乃木中将及各将校停車場前に於て歓迎の光景 明治廿九年四月廿二日撮影 




編輯兼発行者 遠藤誠 宮城県仙台市立町通三番地 
発行兼印刷者 芳野兵作 東京日本橋区本石町三丁目十三番
地 
発売所 裳華書房 東京日本橋区本石町三丁目十三番地 
発売所 遠藤写真館 宮城県仙台市立町通三番地 
印刷所 小川写真製版所支店 東京市京橋区日吉町十三番地
 
 広告 遠藤写真館の名誉 
 
  
― 69 ― 
表 3 『蕃匪討伐記念帖』所載写真目録 
写真番号  題辞・写真キャプション 
 表紙 
 題辞 開発皇土 研海  佐久間左馬太陸軍大将・台湾総督 
  懲蕃余影 泉城  小泉正保陸軍中将・元台湾第一守備隊司令官 
  櫛風沐雨 野島少将 野島忠孝陸軍少将・台湾第一守備隊司令官 
 序文 陸軍歩兵大佐 奥村信猛台湾歩兵第一連隊長 






1 1 蘇澳港内ノ景（討伐隊上陸地） 
2 円山ニ於ケル濁水渓本流釣橋 








9 4 「パコン」台守備隊露営地 
10 「パコン」付近ニ於ケル「ボンボン」山ニ至ル新設路 
11 5 旗山ニ於ケル台湾歩兵第一連隊本部ノ幕露地全景 
12 旗山ニ於ケル歩兵第一連隊長奥村大佐以下本部員 
















25 10 漆崎山ニ於ケル漆崎中隊奮戦ノ地 
26 「バコン」三叉点ヨリ旗山(A)・漆崎山(B)及「ボンボン」山(C)ヲ望ム（天幕ノ位置ハ旗山） 
27 11 旗山ヨリ「バコン」三叉点(A)及「バヌン」濁水溪ヲ望ム 
28 「ボンボン」山頂ヨリ第一(A)第二(B)第三(C)第四(D)高地ヲ望ム（幕営ハ大久保隊本部） 










37 下段 「ボンボン」山付近ノ交通路（土嚢及石塊ヲ積ミタルハ敵ノ狙撃ヲ防ガンガ為ナリ） 
38 下段 「ボンボン」山付近物資輸送ノ景 
39 15 「パラ」山ヨリ「シナレク」山ヲ望ム（A ハ有名ナル鞍部 B ノ下方ハ田丸合流点） 
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写真番号  題辞・写真キャプション 
40 「パラ」山ニ於ケル山砲兵陣地（「シナレク」山頂ノ敵蕃ニ対シ射撃中） 
41 16 「パラ」山ニ於ケル山砲兵隊炊事場ノ光景 
42 「シナレク」渓竹内合流点炊事場 
43 「シナレク」田丸合流点ニ於ケル警察別働隊長中間警部ノ操縦スル帰順屈尺蕃人 
44 17 田丸合流点ニ於ケル台湾歩兵第一連隊本部ノ全景 
45 田丸合流点連隊本部前ニ於ケル歩兵第一第二両連隊長英国代理領事竝曹洞宗布教使其他 
46 18 田丸合流点倉庫ニ於ケル人夫食事ノ光景 
47 田丸合流点倉庫員竝軍需品輸送人夫 




52 20 「シナレク」山攻撃ノ際宮崎山砲連隊陣地侵入ノ光景（大森林ヲ以テ蔽ハレタル峻山ニシテ昼尚暗シ） 
53 「シナレク」山腹ノ陣地ニ飲料水運搬ノ景況（急峻ノ地ナル故担樋ヲ使用スルヲ不得竹筒ヲ応用セリ） 




58 22 「シナレク」竹内合流点ヨリ第一線部隊ヘ糧食輸送 
59 「シナレク」山腹杉澤中隊ノ一部（戦闘線） 
60 「シナレク」山腹杉澤中隊散兵線ノ一部 
61 23 「シナレク」山腹砲兵陣地ヨリ「シナレク」山頂ニ対シ射撃ノ景 
62 「シナレク」山腹ヨリ同山鞍部ヘ向ケ山砲兵陣地変更 
63 「シナレク」山腹我砲兵陣地ヨリ射撃ノ光景（シナレク(A)山頂ニ命中破裂シ爆煙ヲ揚グ） 




68 25 「ボンボン」渓ノ清韻 
69 「シナレク」渓竹内合流点ノ幽邃 
70 「シナレク」山鞍部我砲兵陣地 
71 26 「シナレク」山鞍部松澤中隊ノ陣地（斜面急ニシテ通路ニ梯子ヲ用フ） 
72 「シナレク」山鞍部ヨリ旧砲兵陣地タリシ「ラパ」 
73 「シナレク」山第一突稜ニ於ケル佐沢大隊長以下幹部 
74 27 「シナレク」山第一突稜佐沢大隊露営地 
75 「シナレク」山第三突稜我砲兵陣地 
76 28～31
上段 「シナレク」山頂ヨリ A「バポークル」山、B「ミヨート」山、C 角板山方角、D「バロン」山、E 李頭山及
烏嘴山大鞍部方角、F「クル」山、G「コルン」山、H 大覇尖山方角、I 西村合流点（深谷内）竝ニ「ガオガ
ン」蕃社地一帯ノ谷地ヲ望ム 
77 下段 「シナレク」第三突稜ヨリ A「クル」社草原ヲ隔テ B「カラホ」社（白部ハ畑地）ヲ望ム 







83 下段 吉村台ヨリ「クル」社(A)及「ハカワン」社(B)ノ遠望 
84 下段 吉村台ニ於ケル久保大隊本部築営作業 
85 35 「クル」社佐澤台ニ於ケル独立重砲兵小隊ノ陣地 
86 「クル」社ヨリ見タル「ハカワン」社(A) 
87 36 佐澤台ヨリ「バロン」山(A)角嘴山(B)及李頭山(C)ヲ望ム（D ハ「バロン」社） 
88 佐澤台ヨリ「ハカワン」社(A)ヲ望ム 
89 37 佐澤台付近「クル」社蕃人耕作地（芋畑） 
90 「ルク」社佐澤台倉庫建築中ノ景 
91 佐澤台山砲兵陣地 
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写真番号  題辞・写真キャプション 





95 39 佐澤台ニ於ケル大内砲兵隊将校以下 
96 竹内台守備部隊ノ急造廠舎 
97 竹内台防禦陣地ノ一部 
98 40 「クル」社佐澤台ニ於ケル小泉中将飯田少将竹下大佐竝同台及其付近守備部隊将校 
99 竹内台ヨリ「バロン」社ヲ望ム（A ハ「バロン」社ナリ） 
100 41 竹内台ニ於ケル竹内大隊ノ露営地（作業中）及「ピヤサン」社(A)遠望 
101 竹内台ヨリ「ハカワン」社(A)ヲ望ム 
102 42 「タマン」溪ニ於ケル台湾第一守備隊司令部ノ廠営 
130 「バロン」山ヨリ「タマン」溪守備部隊廠営地(A)「クル」山竹内台(B)及佐澤台(C)ヲ望ム 
104 43 「バロン」山ニ於ケル歩兵第一連隊本部及前進隊総本部ノ幕営 
105 （コピーが切れて不明） 
106 「バロン」山倉庫全景 
107 44 「バロン」山ヨリ「ブシヤ」社及遠ク「マリコハン」溪谷ヲ望ム（A ハ「エヘン」社） 
108 「バロン」山頂ヨリ「ソロ」社及「カオリヤン」社ヲ望ム 
109 45 「バロン」山頂ヨリ「ブシヤ」社及「ガオガン」合流点ヲ望ム（A ハ「エヘン」社） 
110 「バロン」山頂ニ於ケル我砲兵陣地 
111 「バロン」社蕃人ノ一家族竝ニ家道具一式 




116 47 「タカサン」社付近ヨリ「バロン」山ヲ望ム（A ハララ溪合流点） 
117 「タカサン」社付近ヨリ新竹桃園連絡点付近ヲ望ム（A ハ桃園道 B ハ新竹道） 
118 48 新竹桃園連絡点ニ於ケル釣橋 
119 「カオリヤン」社付近ニ於ケル患者休憩所 
120 「カオリヤン」社付近竹内第三大隊本部将校以下 





1 1 桃園庁角板山派遣出口中隊ノ廠舎竝枕頭山砲台ノ遠望 
2 角板山倉庫 




7 3 帰順セル「ガオガン」蕃台北観光帰途角板山ニ於テ夕食ノ景 
8 「ラハオ」原野ヨリ旧隘勇線断崖ヲ望ム 
9 4 大嵙崁溪「ラハオ」渡船場 
10 旧隘勇線断崖ノ隘寮 
11 大嵙崁「ギヘン」釣橋付近ニ於ケル角板山派遣隊露営地 
12 5 大嵙崁「キヨパイ」ノ綱渡（籠ニ人又ハ荷物ヲ容レ滑車ノ作用ニテ両岸ヨリ引ク） 
13 「ギヘン」釣橋（長八十間）ノ遠景 
14 6 南九母社出口ノ滝 
15 大嵙崁溪ノ支流「ウライ」溪桂滝ノ全景 
16 7 北九母社ノ景 
17 「オライ」溪ニ於ケル架橋作業中本流ニ陥リ死セル故高橋軍曹及橋爪一等卒ノ葬儀 
18 「キヨパイ」社南方馬背越（角板山ヨリ新竹線ニ至ル道路中最モ嶮難ノ所ナリ） 
19 8 「ギヘン」釣橋ノ近景 
20 南九母ニ於ケル軍需品中継所ノ全景 
― 72 ― 
写真番号  題辞・写真キャプション 
 新竹方面 




















21 6 大田中隊道路構築ノ景 
22 大鞍部付近ニ於ケル通信班作業ノ景 
23 「カオイラン」社付近露営地ノ一部 
24 7 蕃匪討伐隊台北駅凱旋ノ景（十一月十四日） 
25 凱旋部隊台北駅ヲ出テ屯営ニ向フ 
26 8 台湾歩兵第一連隊凱旋当日軍旗奉送式ノ景 
27 宜蘭方面ニ於ケル傷病者台北到着ノ光景 














      台北城内府前街三丁目十五番戸 遠藤寛哉 
印刷者 台北城内府前街三丁目十五番戸 遠藤寛哉 
印刷所 台北城内府前街三丁目十五番戸 遠藤写真館 
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表 4 『台湾蕃地写真帖』所載写真目録 
写真番号  題辞・写真キャプション 
 表紙 
台湾蕃地写真帖 
Views of Campaign against The Aborigines in Formosa 
 題辞 開発皇土 研海  陸軍大将佐久間左馬太台湾総督 
  協和万邦 壬子冬日題 簫山  樺山資紀初代台湾総督 
  観風 獲堂題 
 肖像写真 1 内田民政長官閣下／佐久間台湾総督閣下／大津蕃務総長閣下 
 肖像写真 2 高塚警視／山本警視／後藤警視／賀来警視／相川警視／松山警視 
 肖像写真 3 井村台北庁長／小松宜蘭庁長／西桃園庁長／家永新竹庁長／金子警部／山内警部／宇野警視 
 肖像写真 4 枝台中庁長／石橋南投庁長／中田花蓮港庁長／市来警視／淵辺警視／雨田警部／永田警視 
 序 台湾日日新聞 下平卓爾  大正元年十月（1912 年） 
 序 編者識   遠藤寛哉ヵ 
 地図 台湾蕃地地図 
 地図 台湾蕃族分布図 
 解説 理蕃概要  岡野才太郎 
1 1 台北庁挿天山方面の前進隊員 
2 前大島警視総長臺北庁獅仔頭山前進線の巡視 
3 台北庁シラツク方面前進隊員 
4 2 台北庁(ラハウ)の大樟樹と侍従武官一行、向て右大島警視総長中央は侍従武官 
5 台北庁(ウライ)社附近ノ鉄線橋 
6 台北庁(ウライ)社附近温泉場 
7 3 明治四十三年二月佐久間総督蕃地巡視ノ際台北庁(リモガン)ニ於テ総督ノ訓示 
8 台北庁(ウライ)社帰順蕃人(タイヤル族) 
9 4 明治四十一年五月宜蘭庁大南澳方面前進隊長中田庁長激浪中乘船 
10 同五月大南澳方面地に於け隊長中田庁長及副長江口警部其他 






15 6 明治四十三年六月宜蘭庁下(ガオガン)蕃討伐の際円山に於ける前進隊本部の全景 
16 円山に於ける前進隊員と帰順せる南澳蕃人 
17 円山に於ける前進隊本部前面濁水の架橋並鉄線橋 
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写真番号  題辞・写真キャプション 
35 (ガオガン)蕃討伐の際戦死及病死せる前進隊員の招魂祭 



























50 18 桃園庁揷天山方面前進の際敵弾の為負傷せる患者を阿姆枰救護所に收容の実況 
51 桃園庁旧(バプン)の鉄線橋 
52 (ガオガン)蕃討伐の際苦戦したる桃園庁(タカサン)社物貨輸送中続所 




















65 23 桃園庁角投山（ﾏﾏ）に於て帰順蕃人に農事を教授す開墾作業 
66 水牛を用ひて耕作す 
67 播種 
68 24 桃園庁角投山（ﾏﾏ）に於て蕃人穗陸稲摘陸稲(蕃名コーレー) 
69 南京豆耕作 
70 柑橘園の除草 
71 25 角投山（ﾏﾏ）授産場に於ける蕃童の轆轤作業 
72 轆轤工場に於ける材料 
73 轆轤工場に於て内地人職工蕃童に下駄製作を教ふ 
74 26 新竹庁内湾溪尖石 
75 尖石方面よリ蕃社砲撃の光景 
76 鹿場隘勇監督所に於ける前進隊本部 
77 27 明治四十四年新竹庁李崠山方面前進に於ける苦戦地李崠台全景 
78 明治四十四年新竹庁李崠山頂に於ける英国武官ヲリバー中尉及宇野警視江口警部一行 
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写真番号  題辞・写真キャプション 
79 李崠台よリ李崠山頂を砲撃す 
80 新竹庁大日山砲台 

















































106 37 台中庁大甲溪に於ける巡視中の内田民政長官一行 
107 台中庁白毛社方面前進当時の白毛橋 
108 台中庁前進隊に於て用ひつゝある索探犬 
109 38 台中庁東勢角の蕃童教育所 
110 台中庁東勢角蕃少女織業教育所 
111 台中庁東勢角蕃丁農事伝習の実況 








(サラマ)大鞍部中腹よリ合流点則ち北港溪を望む  (一)輸送隊衝突場(四十五年四月廿八日)  (二)五
月三日長倉副長敵蕃と衝突の場所 
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130 44 佐久間総督嘉義庁阿里山巡視中楠仔脚百社公館に於て総督同社蕃人を引見せらる 
131 明治四十三年十月内田民政長官阿里山巡視 
132 45 タイヤル族蕃婦の入黥 
133 タイヤル族男子の弓術蕃人は矢を弓の內側に番ふ 
134 タイヤル族蕃人夫婦 




139 47 タイヤル族蕃婦の製糸 
140 タイヤル族蕃婦の紬糸 
141 タイヤル族蕃婦布織 
142 48 タイヤル族蕃人の架せる藤の釣橋 
143 タイヤル族蕃人の架せる木橋(宜蘭庁濁水溪) 
144 タイヤル族蕃人の住家及米倉 
145 49 アミ族蕃人の架せる竹橋 
146 アミ族蕃人夫婦 
147 アミ族蕃婦物資運搬 








156 52 ツツオ族蕃人の合奏 
157 ツツオ族蕃婦の水扱 
158 53 パイワン族蕃人の一家族 
159 首棚 
160 パイワン族蕃人の彫刻 
161 54 パイワン族青年合宿所 
162 パイワン族蕃人の盛裝明治四十二年日英博覧会の為め渡英蕃人の一部  
163 パイワン族蕃人の住家 
164 パイワン族蕃人水扱 
165 55 ツアリセン族男子及婦人 
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写真番号  題辞・写真キャプション 









大正元年拾壱月廿五日印刷大正元年拾壱月三十日発行著作者兼発行者      台北城内府前街三
丁目十五番地 遠藤寛哉印刷者 東京市神田区鍛治町廿六番地 森垣栄印刷所 東京市神田区鍛冶
町廿六番地 精美堂発行所 台北城内府前街三丁目十五番地 遠藤写真館発売所 台北城内府前街
三丁目十五番地 遠藤写真館      台北新起街一丁目四番戸 杉浦和作 
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表 5 『討蕃軍隊記念写真帖』所載写真目録 
写真番号  題辞・写真キャプション等 
 表紙 大正三年討蕃軍隊記念写真帖 
 題辞 謁命納志 研海題 佐久間左馬太陸軍大将・台湾総督 
  承宣帰生 松嶺題 平岡茂陸軍少将・台湾第一守備隊司令官 
 序 
大正 3 年 10 月 23 日靖国神社例大祭の日陸軍歩兵大佐鈴木秀五郎 1913 年 5 月以降のタロコ蕃討
伐作戦記録 
 肖像写真 1 木下宇三郎台湾総督参謀長／佐久間総督閣下／平岡茂台湾第一守備隊司令官 
 肖像写真 2 小松少佐／大田少佐／鈴木連隊長／久保田少佐／景山少佐／伊藤少佐 
 解説 タロコ蕃討伐作戦について 理蕃五ヵ年計画の掉尾を飾る 
1 1 1) 台湾守備歩兵第一連隊全景 
2 2) 台湾歩兵第一連隊第三大隊台中兵営 
































29 3)同上 其二 
30 4)第二作業隊ノ萊主山南峰ヨリサカヘン社ニ至ル間ノ道路作業 
31 9 1)萊主山南峰付近ノ道路修築 
32 2)歩兵ノ道路作業 其一 
33 3)歩兵ノ道路作業 其二 




38 11 1)サカヘン社水源地ヨリ同社蕃屋焼打ノ遠望 
39 2)同上 其二 
40 3)敵蕃ノ固守セル蕃屋ヲ占領シ火ヲ放ツテ灰燼トナス 
41 4)サカヘン社耕作地蹂躙ノ光景 
42 12 1)サカヘン社付近苦戦地 其一 
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写真番号  題辞・写真キャプション等 
43 2)同上 其二 

























65 18 1)マヘヤン社衛生隊繃帯所 
66 2)タロコ太山脚木瓜溪上流ペゼリアン溪露営地 其一 








73 20 1)タロコ太山踏破中ノ軍隊ノ先頭 
74 2)タロコ太山頂付近ノ露営地 
75 3)海抜一万二千尺タロコ太山頂上ニ於ケル鈴木連隊先頭ノ休憩 
76 21 1)タロコ太山八合目ヨリ見タル萊主山南北両峰 
77 2)タロコ太山八合目ヨリ見タルタロコ蕃方面ノ一部 
78 3)タロコ太山ヲ越エタル鈴木連隊ノ先頭景山大隊ハ六月十七日タロコ蕃シカヘン社ヲ占領シ休憩ニ移ル 














91 25 1)セラオカフニ南側溪底第二露営地汲水地ヨリ遙ニ室島山付近蕃社焼払ヲ望ム 
92 2)同所ニ於ケル練兵 
93 3)同所軍隊炊事 
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写真番号  題辞・写真キャプション等 
94 4)同所兵士ノ粟搗 




99 27 1)セラオカフニ社南側溪底第二露営地ニ於ケル軍需品輸送人夫 
100 2)七月三日平岡隊ハ第二次行動計画ニ基キ第一線ニ参加ノ為メセラオカフニ南側溪底ヲ出発ス 
101 3)同隊ソワサツ合流点ニ向フ行軍途上ノ光景 其一 
102 4)同上 其二 
103 28 1)ソワサツ合流点倉庫全景 
104 2)饅頭山下水源地 
105 3)饅頭山付近ノ滝 
106 29 1)饅頭山下露営地 
107 2)ラビット溪底露営地ノ一部 
108 3)ラビット合流点溪底露営地ニ於ケル平岡隊司令部ノ一部 
109 30 1)七月七日ラビット合流点溪底出水時露営地ノ混雑 
110 2)同所溪底ニ於テ軍需品綱渡シノ景 其一 








117 32 1)パパカ社付近ヨリムクシイバウ社攻撃ニ際シ平岡少将諸隊指揮ノ状 
118 2)焼払後ニ於ケルムクシイバウ社 其一 
119 3)同上 其二 
120 4)ムクシイバウ社付近残部ノ撃攘 










129 35 1)蕃人帰順ノ為メ松山稜ニ来ル 其一 
130 2)同上 其二 
131 3)蕃人銃器提出 
132 4)押収銃器 




137 37 1)松山稜ニ於ケル平岡隊司令部要員 
138 2)松山稜ニ於ケル帰順蕃婦ノ舞踊 
139 3)タロコ蕃婦 




144 39 1)風土病ニ罹レル蕃人 
145 2)ムクシバー露営地 
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147 40 1)七月二日タウシク社攻撃ノ際太田大隊第二中隊ノ一部戦闘ノ光景 
148 2)六月二十九日同隊ムカカロ社攻撃ノ際蕃社突入前ノ前進 
149 3)六月三十日太田隊第一中隊ダオラス南方高地ニ於テ敵蕃ト衝突シ激戦ノ光景 




154 42 1)ムクシクバウ太田大隊幕営地 其一 
155 2)同上 其二 
156 3)ムクシクバウ社付近通信隊ノ作業 
157 4)ムクシクバウ社ニ於ケル太田大隊将校、同相当官及仮帰順蕃人 
158 43 1)七月十六日ムクトロワン社ニ向ツテ伊澤中隊ノ前進 
159 2)ムクトロワン社付近ニ於ケル帰順蕃人 
160 3)同社付近松山中隊前進 








167 3)蕃屋灰燼トナル ムクシラオ社占領後蕃屋ヲ焼却ス 




172 47 1)ムクシラオ社露営地ニ於ケル器械体操場 
173 2)同地ニ於ケル景山大隊本部将校及蕃人 
174 3)同地付近ニ於ケル景山大隊難路通過 
175 48 1)ムクシラオ社付近ニ於ケル景山大隊ノ断崖登攀 
176 2)七軒蕃社占領ノ為メ前進中ノ有馬中隊 其一 
177 3)同上 其二 
178 49 1)ソワツサル社付近ニ於ケルタウサイ溪及無名溪（源ハ中央突山南麓ニ発ス）合流点 
179 2)同地ニ於ケル有馬中隊ノ露営地 其一 
180 3)同上 其二 
181 50 1)ラビット合流点ニ於ケル鉄線橋 
182 2)ルッピノ鉄線橋 
183 3)合歓山付近無名溪陸軍倉庫 













195 54 1)八月十六日帰還行軍途中合歓山上歩兵隊ノ休憩 
196 2)同日合歓山ニ於ケル臼砲隊ノ帰還行軍 
197 3)合歓山上輸送隊ノ行軍 
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写真番号  題辞・写真キャプション等 
198 4)討伐行動終了時ニ於ケル南投庁埔里社支庁霧社鞍部陸軍倉庫跡地 
















215 59 1)台北ニ於ケル討蕃隊凱旋祝賀提灯行列ノ光景 其一 
216 2)同上 其二 
217 3)同凱旋祝賀会表門 
218 4)同上式場 
219 60 1)凱旋祝賀会余興 其一 
220 2)同上 其二 
221 3)同上 其三 
222 4)同上 其四 
223 61 1)台中公園 其一 
224 2)同上 其二 
225 3)同兵営全景 
226 62 1)台湾神社 
227 2)同神社前明治橋 
228 3)在台北台湾総督官邸 




233 64 1)台北水道水源地 
234 2)苗圃内台北公園ノ一部 
235 3)台北北投公園 其一 
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